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新たな電波利用システムに必要となる技術

• モバイルエージェント機能技術 • 環境情報センシング・構造化技術

• 次世代暗号技術

• 空間的認証範囲制御技術

• 認証ICチップの小型化/低価格化/省
電力化技術

• 高効率/高精度生体認証技術

• 高精度高信頼時刻位置特定技術

• データ収集・蓄積・配信プラットフォーム
技術

• 屋内位置検出インフラ技術

• 空き周波数や干渉情報の管理・共有技
術

• 最適通信方式選択技術

• スペクトラムセンシング技術

• 携帯端末向け超高速無線伝送技術

• ロボット等向け高信頼・リアルタイム無線
技術

• データ伝送用高速低遅延無線伝送技術

• ＩＴＳ無線通信技術

• 近距離超高速無線伝送技術

• 超多元接続・超高感度無線システム
技術

• 協調・分散ネットワーキング技術

• 高分解能・狭帯域レーダ技術

• 屋内位置情報補完技術

• 衛星搭載大口径アンテナ技術

• 衛星搭載電力可変中継器技術

• 地上/衛星周波数共用技術

• 大容量映像伝送技術

• 超高精細画像/高品質音声伝送・再生
技術

• 屋内反射波対策技術

• 選択的ワイヤレス電力伝送制御技術

• 人体内に適した無線通信・電力伝送技
術

• 高効率大電力ワイヤレス電力伝送技術

• リコンフィギュラブル無線回路構成技術

• 超広帯域／マルチバンド無線回路技術

• 超小型・可変無線モジュール・チップ
搭載技術

• フレキシブル無線ネットワーク技術

• 小型・高性能アンテナ技術

• 小型化・低消費電力化技術

• カプセル型機器小型化技術

• 超高感度空間情報記録技術

• 超臨場感放送用音響技術

• 次世代型ディスプレイ技術

• 小型端末搭載ビームステアリング技
術

• 衛星搭載広帯域ビームステアリング
技術

• 衛星/地上デュアルモード携帯端末技
術

• ワイヤレス電力伝送用アンテナ・回路技
術

• ネットワークロボット技術

• ヒューマンコミュニケーションUI技術

• カプセル内視鏡型ロボットの制御技術
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アプリケーション技術の技術目標

２０１０年 ２０１５年 ２０２０年

モバイルエージェント機能技術
• 翻訳、スケジュール等の個人情報
管理ツールの高度化の実現

• 個人情報の知的エージェント化の
実現

• 個人端末の知的ブレイン化の実現

環境情報センシング・構造化技術

• 屋内（限定環境下）での周囲環境
の認識の実現

• 位置同定機能：整理された屋内に
て信頼性95%、数十cm単位

• 屋外でも周囲環境の的確な認識を
実現

• 周囲のセンサーネットワークとの連
携

• 位置同定機能：乱雑物体下でも信
頼性95%、cm単位

• あらゆる環境下、時間変化に対して
も、正確に周囲環境の認識を実現

• 位置同定機能：乱雑未知物体下で
も信頼性99%、mm~cm単位
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アプリケーション技術の標準化時期

２０１０年 ２０１５年 ２０２０年

環境情報センシング・構造化技
術

環境情報構造化記述
２０１７
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ワイヤレス認証技術の技術目標

２０１０年 ２０１５年 ２０２０年

次世代暗号技術
• 従来の暗号コード解読による、次世
代暗号方式の導入（共通鍵暗号、
公開鍵暗号、ハッシュ関数）

• 次世代暗号方式の高度化 • ワイヤレス量子暗号の実現

空間的認証範囲制御技術

• 1チップの制御により、NFCを代表
とする既存ICカードや電子タグでカ

バーする通信距離サポートの実現

• 数百mの距離までの通信を実現

（利用範囲の拡大）
• 初期設定の後、再度設定を必要と
しない学習型端末の開発

• 世界共通となる認証機能の実現

認証ICチップの小型化/低価格化/省
電力化技術

• マイクロワット電力ICチップの実現 • マルチプロトコル対応小型ICチップ
の実現

• 紙幣、紙などに漉きこみ可能な超
小型・薄型、非接触動作セキュアIC
の実現

高効率/高精度生体認証技術

• 必要な認証情報を端末による一元
管理の実現

• 誤認証、なりすまし防止率の低下

• 必要な認証情報をネットワーク上の
データベースによる一元管理の実
現

• システム全体の品質保証

• 生体認証とセンシング機能の連携
によるバイオモデルの導入の実現

• 全ての認証情報に対応したネット
ワークプロトコルを実現
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ワイヤレス認証技術の標準化時期

２０１０年 ２０１５年 ２０２０年

次世代暗号化技術

認証ICチップの小型化/低価格化
/省電力化技術

高効率/高精度生体認証技術

次世代暗号方式

耐タンパ、セキュリティ
２０１３

バイオメトリクス精度評価基準

２００６～

生体認証モデル
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プラットフォーム技術の技術目標

２０１０年 ２０１５年 ２０２０年

高精度高信頼時刻位置特定技術
• 車両位置の正確な検知の実現 • 複数の車両位置のより正確な検知

の実現
• 総合的に障害物を検知し、回避す
る技術の実現

データ収集・蓄積・配信プラットフォー
ム技術

• 厳しいリソース制約条件における無
線端末のトラッキング防止・なりすま
しの防止の実現

• 多数の無線端末（１億端末）の収容
の実現

• 多数の無線端末（10億端末）の収容

の実現
• 厳しいリソース制約条件における無
線区間での盗聴・情報改ざんの防止
の実現

• 多様かつ大量のデータをストレスな
く処理するデータ蓄積・検索・振分の
実現

• 超多数かつ多様な無線端末（100億
端末）の収容の実現

• センサーデータの検索・加工・共有
におけるプライバシー保護の実現

• センサーデータ処理・アクチュエータ
操作のためのアプリケーションプロ
グラム開発の効率化の実現

屋内位置検出インフラ技術 • IMESからGPSへの干渉対策のため
の、屋内GPS送信機の設置・運用
ガイドライン作成の実現

• 自律測位システムを含む各種位置
検出システムの相互連携技術の実
現

• ユーザーの行動履歴や嗜好を分析
して、端末側が最適な屋内測位手
段を選択して処理を行う最適化屋
内測位の実現
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プラットフォーム技術の標準化時期

２０１０年 ２０１５年 ２０２０年

高精度高信頼時刻位置特定技
術

データ収集・蓄積・配信プラット
フォーム技術

屋内位置検出インフラ技術

２０１０

情報共有の為のデータ標準化

２０１５

遅延時間、ジッタ規格を含む情報活用のための標準化

２０１０

屋内GPS送信機の設置・運用ガイドライン

２０１５

IEEE802.1X 認証、セキュリティ
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コグニティブ無線技術の技術目標

２０１０年 ２０１５年 ２０２０年

空き周波数や干渉情報の管理・共有
技術

• 単一事業者の閉じた環境で、空き
周波数や干渉情報を管理するシス
テムの実現

• 複数事業者で、空き周波数や干渉
情報を管理するシステムの実現

• 複数事業者間の高速移動等におけ
る電波環境の変化等に対応するた
め、複数事業者で、空き周波数や
干渉情報をより、リアルタイムにて
管理するシステムの実現

最適通信方式選択技術

• 単一事業者の閉じた環境で、異な
る周波数帯で運用される複数の通
信方式の、用途に応じた最適な選
択の実現

• 異なる周波数帯もしくは同一周波
数帯で運用される複数の通信方式
を、事業者内もしくは事業者間で、
用途に応じた最適な自動選択の実
現

• 高速移動等における電波環境の変
化等に対応し、複数の事業者・通
信方式を自在に活用する無瞬断
シームレスハンドオーバサービスの
実現

スペクトラムセンシング技術

• 単一事業者の閉じた環境で、異な
る周波数帯で運用される複数の通
信方式を、用途に応じた最適な選
択の実現

• 異なる周波数帯もしくは同一周波
数帯で運用される複数の通信方式
を、事業者内もしくは事業者間で、
用途に応じた最適な自動選択の実
現

• 高速移動等における電波環境の変
化等に対応し、複数の事業者・通
信方式を自在に活用する無瞬断
シームレスハンドオーバサービスの
実現
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コグニティブ無線技術の標準化時期

２０１０年 ２０１５年 ２０２０年

空き周波数や干渉情報の管理・
共有技術

最適通信方式選択技術

スペクトラムセンシング技術

２０１４

２０１５

２０１８

空き周波数・干渉情報等の管理・共用のための
データベース及びネットワークのアーキテクチャ

ユーザー認証技術の共通化

空き周波数・干渉情報等の管理・共用のためのプロトコル

２０１５

アプリ切り替え型シームレスハンドオーバー技術

同一事業者内での複数通信方式の最適選択

高精度・高信頼な電波伝搬推定技術

２０１０

事業者間無線リソース割当技術

２０１０

２０１５

２０１０

スペクトラムセンシング技術
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ネットワーク技術の技術目標①

２０１０年 ２０１５年 ２０２０年

携帯端末向け超高速無線伝送技術

• 最大伝送速度150Mbps（平均セル
スループット30Mbps）程度のワイヤ
レスブロードバンドの実現

• 公共ブロードバンド技術の実現

• 最大伝送速度1Gbps（平均セルス
ループット250Mbps）程度のワイヤ
レスブロードバンドの進化を実現

• 即時的通信路の確保

• 超高速モバイルブロードバンドの要
素技術の確立

• 最大伝送速度10Gbps（平均セルス
ループット2.5Gbps）程度のスー
パーブロードバンドの実現

• 状況分析、予測技術の高度化

ロボット等向け高信頼・リアルタイム
無線技術

• 屋内など狭く、限定された範囲での
無線通信の実現

• 高信頼リアルタイム無線 [10Mbps]、
Round Trip遅延[10ms]の実現

• 屋外での広域系ネットワークとの接
続の実現

• 周囲のセンサーネットワークとの連
携

• 高信頼リアルタイム無線
［100Mbps］、Round Trip遅延[1ms
以下]の実現

• いかなる環境下においても無線通
信の確保を実現

• 高信頼リアルタイム無線 [1Gbps]、
Round Trip遅延[1ms以下]の実現

• 家電・インフラネットワークとのシー
ムレス連携の実現

• 超高速モバイルブロードバンド技術
の確立

データ伝送用高速低遅延無線伝送
技術

• 最大伝送速度100Mbps～1Gbps程
度の高速・低遅延伝送の実現

• コグニティブ無線技術等による複数
無線アクセス方式への接続の実現

• 無線NWの品質保証技術（遅延制
御等）の実現

• サービスシームレスハンドオーバー
技術の実現

ＩＴＳ無線通信技術

• 車車間・路車間共用技術の確立

• 列車・航空機等の線路・航路上で
利用可能なブロードバンド通信技
術の実現

• 移動体通信間マルチホップ通信技
術、適応的移動体通信技術等の実
現

• 歩車間通信技術の確立

• 列車・航空機等で利用可能なブ
ロードバンド通信の高速化・利用範
囲の拡大を実現

• 更に高度な移動体向け通信技術の
開発

• 列車・航空機等で利用可能なブ
ロードバンド通信の更なる高速化を
実現

近距離超高速無線伝送技術

• 実行伝送速度>1Gbpsをモバイル端

末へ搭載可能な低消費電力で実現
する無線伝送技術
（1Gbps<300mW）の実現

• ワイヤレスによる家電配線の省線
化：3Gbpsを実現。（AV機器間の
1080p非圧縮AV伝送を可能とする）

• モバイル端末で実行伝送速度
3Gbpsの無線I/Fの実現

• （3Gbps<300mW）

• ワイヤレスによる家電配線の省線
化：6Gbpsを実現

• モバイル端末で実行伝送速度
10Gbpsの無線I/Fの実現

• （10Gbps<1W）

• ワイヤレス化による家電配線の省
線化：20Gbpsを実現
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ネットワーク技術の技術目標②

２０１０年 ２０１５年 ２０２０年

超多元接続・超高感度無線システム
技術

• 多数の無線端末（1億端末）を収容
• セル半径3.5～5kmのエリアにおい
て、高い場所率(90%)

• 多数の無線端末（10億端末）を収容
• セル半径3.5～5kmのエリアにおいて、
高い場所率(95%)

• 多数の無線端末（100億端末）を収
容

• セル半径3.5～5kmのエリアにおい
て、高い場所率(99%)

協調・分散ネットワーキング技術

• ルータ対機器、Ｍ２Ｍの無線ネット
ワーク技術の実現

• システム間の高信頼性相互接続の
実現

• 機器対機器（アドホック）の無線ネッ
トワークの実現

• 機器対機器の相互接続など、認証
機能を含む通信方式の実現

• 多数の機器で協調動作するメッ
シュネットワークの実現

高分解能・狭帯域レーダ技術
• 前方監視レーダ（76GHz）の低コスト
化

• 全方位監視レーダ（76GHz、79GHz）
の開発

• レーダの更なる高機能化・多機能
化

屋内位置情報補完技術

• 屋内に設置するIMES送信機のカ

バーゾーン間の空白を端末側の処
理で補完する技術（カルマンフィルタ
等による状態推測技術や確率統計
推論による屋内測位信号の一時的
な欠落や雑音に対する信頼性向上
技術等）

• ある屋内測位インフラ使用時に当該
インフラ信号の自律測位システムを
含む各種位置検出システムの相互
連携技術のための、各位置検出シ
ステム間の相互連携・補完技術

• 屋内地図データ整備により、屋内測
位エンジンによる屋内地図上のマッ
プマッチング技術（または、屋内測位
エンジンの測位結果から屋内地図を
ダイナミックに補完・更新する技術）

衛星搭載大口径アンテナ技術

• 軽量化技術：ex 面密度をKa帯:きず
な比50%、Ｓ帯：Harris社製比50%

• 収納性向上：商用LVフェアリングに

対応。複数鏡面搭載や給電系配置
の自由度を確保するため、主鏡と
バスを伸展ブーム等で接続する構
成も考慮

• 展開信頼性：ヒンジラッチ構造に頼
らない展開メカニズムなど

• 誤差補償：軌道上で日周期で発生
する変形を自動補償

• 軽量化技術：ex 面密度をKa帯:きず
な比50%、Ｓ帯：Harris社製比50%

• 収納性向上：商用LVフェアリングに

対応。複数鏡面搭載や給電系配置
の自由度を確保するため、主鏡と
バスを伸展ブーム等で接続する構
成も考慮

• 展開信頼性：ヒンジラッチ構造に頼
らない展開メカニズムなど

• 誤差補償：軌道上で日周期で発生
する変形を自動補償

• 軽量化技術：ex 面密度をKa帯:きず
な比50%、Ｓ帯：Harris社製比50%

• 収納性向上：商用LVフェアリングに

対応。複数鏡面搭載や給電系配置
の自由度を確保するため、主鏡と
バスを伸展ブーム等で接続する構
成も考慮

• 展開信頼性：ヒンジラッチ構造に頼
らない展開メカニズムなど

• 誤差補償：軌道上で日周期で発生
する変形を自動補償

衛星搭載電力可変中継器技術

• 電力可変中継器の技術試験モデル
を製作

• 電力可変中継器技術の確立

• 技術実証を目的とした技術試験衛
星の製作・打ち上げ

• 多チャンネルSHVなどの衛星伝送
の実証実験

• 降雨減衰補償技術の確立

• SHVなどの試験放送、実用化放送を
目的とした衛星の製作・打ち上げ

• 条件が整い次第、SHV多チャンネル
本放送開始
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ネットワーク技術の技術目標③

２０１０年 ２０１５年 ２０２０年

地上／衛星周波数共用技術

• - • 周波数共用端末（衛星GMR＋3G）
• 通信スループットを最大化するリ
ソース最適割当のアルゴリズム

• 衛星ビームの周波数帯域幅可変お
よび周波数再配置技術

• ダイナミックアクセスネットワーク制
御技術

• 衛星系/地上系ハンドオーバー技術
• 地上/衛星間干渉回避技術

大容量映像伝送技術

• SHV衛星伝送の実証実験(12GHz、
21GHz)

• ダウンロード(DL)サービスの実験放
送(12GHz)

• 実験衛星によるSHV実験放送開始
(21GHz)

• 地上放送(高度地上デジタル放送)
によるSHV伝送の実証実験

• DLサービスの本放送(12GHz)または
実験放送(21GHz)

• 条件が整い次第、SHV多チャンネル
本放送開始

• 地上放送によるSHV放送開始(一部
地域から順次全国へ)

超高精細画像/高品質音声伝送・再

生技術

• 公衆網による高品質データ速度：
100Mbps以下

• 伝送遅延：100msec以下

• 公衆網による高品質データ速度：
100Mbps～1Gbps

• 伝送遅延：10msec以下

• 公衆網による高品質データ速度：
1Gbps～10Gbps

• 伝送遅延：2msec以下

屋内反射波対策技術

• IMESからGPSへの干渉対策のため
の、屋内GPS送信機の設置・運用ガ

イドラインのためのアンテナ技術

• 自律測位システムを含む各種位置
検出システムの相互連携技術のた
めの、携帯測位端末への複数アン
テナ及びセンサ搭載技術

• 屋内地図データから電波伝搬状況
を推測して、携帯測位端末側へ到達
する電波の状況から最適な屋内測
位手段を選択する技術（スマートア
ンテナの一種）

選択的ワイヤレス電力伝送制御技術

• 5W～100W程度、伝送距離数10cm
以下でのワイヤレス電源供給を行う
場合に、順次機器を選択し、一対一
で電力供給を行う伝送制御技術の
開発

• 100W～数100W、伝送距離数mでの

ワイヤレス電源供給を行う場合に、
周囲の環境を認識して、安全に、複
数の機器に同時に電力伝送を行う
伝送制御技術の開発

• 屋外で利用できる電力伝送技術の
開発

• kWクラスのワイヤレス電力伝送技
術の開発

人体内に適した無線通信・電力伝送
技術

• データレート数十kHz～数百kHz
• センサノード消費電力<10mW
• BER = 10-9～10-10

• データレート最大数百kHz～数MHz 
(医療用専用バンドを用意)

• センサノード消費電力<1mW，BER = 
10-9～10-10

• 数Wクラスのワイヤレス電源供給を

体内機器へ行うための基本技術の
確立

• データレート最大数MHz～数十MHz
• センサノード消費電力<100uW，BER 

= 10-9～10-10
• 人体の振動、熱を利用したEnergy 

scavenging
• 数Wクラスのワイヤレス電源供給を
体内機器へ行う技術の実用化

高効率大電力ワイヤレス電力伝送技
術

• 5W～100W程度、伝送距離数10cm
以下でのワイヤレスによる電力伝
送技術の開発

• 100W～数100W、伝送距離数mでの
ワイヤレス電力伝送技術の開発

• 屋外で利用できる電力伝送技術の
開発

• kWクラスのワイヤレス電力伝送技
術の開発
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ネットワーク技術の標準化時期①

２０１０年 ２０１５年 ２０２０年

携帯端末向け超高速無線伝送
技術

ロボット等向け高信頼・リアルタ
イム無線技術

近距離超高速無線伝送技術

大容量映像伝送技術

災害・危機管理のためのブロードバンド方式

他システムとの連携、協調動作のためのシステム

２０１７

２０１０

ワイヤレスブロードバンド無線インタフェース（IMT-Advanced）
２０１１

高信頼・リアルタイム広帯域無線方式
２０１５

ソフトウエア無線・コグニティブ無線技術
２０１７

無線伝送(PHY、MAC層<5Gbps)

２０１５

ミリ波MIMO(>5Gbps)

２０１２

高度衛星デジタル放送伝送方式

21GHz帯衛星放送伝送方式

２０１５前後

高度地上デジタル放送伝送方式

２００９

２０１５

２０２０

超高速モバイルブロードバンド技術
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ネットワーク技術の標準化時期②

２０１０年 ２０１５年 ２０２０年

超多元接続・超高感度・高速移
動無線システム技術

協調・分散ネットワーキング技術

高精細画像/高品質音声伝送・再

生技術

高分解能・狭帯域レーダ技術

高精細画像/立体映像/多視点映像符号化技術

五感コンテンツフォーマット

２０１５

２０２０

エアインターフェイス（利用周波数含む）

２０１０

２０１２

７９ＧＨｚ帯ＵＷＢレーダのための標準化

干渉回避のための標準化
２０１５

相互接続・機器認証

２０１０
Ｍ２Ｍネットワーク通信プロトコル

２０２０

アドホックネットワーク通信プロトコル
２０１５

２０２０
メッシュネットワーク通信プロトコル
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ネットワーク技術の標準化時期③

２０１０年 ２０１５年 ２０２０年

屋内位置情報補完技術

衛星搭載大口径アンテナ技術・
電力可変中継器技術・広帯域デ
ジタルBFN技術

屋内反射波対策技術

選択的ワイヤレス電力伝送制御
技術

人体内に適した無線通信・電力
伝送技術

２０１５

家電機器に対するワイヤレス電力伝送規格

屋外機器に対するワイヤレス電力伝送規格
２０２０

体内へのワイヤレス電源供給方式
２０２０

屋内GPS送信機の設置・運用ガイドラインの作成

屋内電波伝搬モデルの詳細化

２０１０

２０２０

２０２０

センサ情報による自律測位からの端末上データ処理

屋内地図データベースの標準化
２０２０

21GHz帯衛星放送 放送方式（ITU-R申請登録）

21GHz帯衛星放送 受信システム

２０１５

２０２０
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ネットワーク技術の標準化時期④

２０１０年 ２０１５年 ２０２０年

高効率大電力ワイヤレス電力伝
送技術

家電機器に対するワイヤレス電力伝送規格（磁気共鳴方式）

２０１５

屋外機器に対するワイヤレス電力伝送規格（磁気共鳴方式）

２０２０
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ソフトウェア無線技術の技術目標

２０１０年 ２０１５年 ２０２０年

リコンフィギュラブル無線回路構成技
術

• 20MHzベースバンドの変調波を処
理する技術

• 複数の無線方式（たとえば、GSM＋
W-CDMA＋LTE＋WIMAXなど）を、ソ
フトウエアで端末上に実現する。

• 複数の無線方式の同時利用や端
末搭載ソフトのネットワーク経由で
の管理、保守

超広帯域/マルチバンド無線回路技
術

• アナログ回路部分のマルチバンド
対応を実現

• RF CMOS(Si) ゲート長32nmでの実
現

• アナログ回路部分のデジタル化を
実現

• RF CMOS(Si) ゲート長18nmでの実
現

• デジタル回路でのソフトウェア可変
の実現

低電源電圧バラツキ小の微細化Ｃ
ＭＯＳ対応高周波回路の実現

• RF CMOS（Si） ゲート長10nm以下で
の実現

超小型・可変無線モジュール・チップ
搭載技術

• 各機器への無線チップ導入に向け
た実装の実現

• 32nmデジタル用標準微細CMOSプ
ロセスを用いたミリ波用トランジスタ

• (MSG>10dB＠60GHz、5mA)
• 低損失ミリ波配線用ポストプロセス

(0.5dB/mm＠60GHz)
• 低コスト、低損失実装技術

• デジタル化されたリコンフィギュラブ
ルＲＦ搭載無線チップ端末の実現

• アナログ回路部分のデジタル化を
実現

• 無線チップの登場
• 32nmのミリ波CMOS回路設計技術(
高精度モデリング技術)

• ポストプロセス配線を含む伝送線路
設計モデルと設計ツール

• 簡単な付け替え、ソフトウェア更新
により最新プロトコルに対応可能な
無線チップの実現

• 22nm以下のデジタル用標準微細
CMOSプロセスを用いたミリ波用トラ
ンジスタ (MSG>10dB＠60GHz、
3mA)

• 60 GHz超ミリ波デバイス低コスト、
低損失実装技術

• 60 GHz超ミリ波オンチップ受動素子

フレキシブル無線ネットワーク技
術

• 信号処理のソフトウエア化（基地局
でのベースバンド帯域処理）

• 信号処理のソフトウエア化の進化
（端末でのベースバンド帯域処理）

• ソフトウェア切り替えによる複数シ
ステムの利用を実現

• 信号処理のソフトウェア化の進化
（広帯域RＦ信号の処理）

• ソフトウェア切り替えで、様々な通
信システムが利用可能

小型・高性能アンテナ技術

• 小型アンテナの高利得化の実現

• アンテナのマルチバンド対応の実
現

• VHFから３GHzまでのマルチのシス

テムを高能率で送受信できる単一
アンテナ

• リコンフィギュラブルアンテナの実
現

• VHFから５GHzまでのマルチのシス

テムを高能率で送受信できる単一
アンテナ

• ソフトウェアで特性可変できるアン
テナの実現

• VHFからUHFまでの広帯域高能率ア

ンテナを使い、必要な送受信帯域を
ソフトウエア制御で制限できるマル
チバンドアンテナ
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ソフトウェア無線技術の標準化時期

２０１０年 ２０１５年 ２０２０年

超広帯域/マルチバンド高線形
無線回路技術（アンテナ・フィル
タ）

超小型・可変無線モジュール・
チップ搭載技術

デジタルRFとDBBのインタフェース共通化

デジタルＲＦ ソフトウェア化

２０１５

２０１５

機器周辺回路と無線チップ インターフェース共通化

無線チップ ソフトウェア化

２０１５

２０２０
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アプライアンス技術の技術目標①

２０１０年 ２０１５年 ２０２０年

小型化・低消費電力化技術

• 20MHz帯のベースバンド処理で、消
費電力が10W程度

• ICカードサイズ端末で電池寿命5年
を実現

• 屋外などあらゆる場所に設置可能
な無線端末を実現

• 40MHz帯のベースバンド処理で、消
費電力が1W程度

• フィルム型端末で電池寿命5年を実
現

• ペースメーカ等にも影響を及ぼさな
い無線端末を実現

• 100MHz帯のベースバンド処理で、
消費電力が0.5W程度

• 切手タイプ端末電池寿命5年以上、
またはバッテリーレス端末を実現

• メンテナンスおよびオペレーションフ
リーな無線端末の実現

カプセル型機器小型化技術
• 全方位誘導、自走型カプセル内視
鏡の実現

• 人体内投薬ロボット、介護福祉向け
生体情報モニタロボットの実現

• 人体内日常管理センサーロボット
の実現

超高感度空間情報記録技術

• 公衆網による高品質データ速度：
100Mbps以下

• 伝送遅延：100msec以下
• 高精細撮像用信号処理ＩＣ技術
• 水平5視点程度の立体映像

• 多数のセンサーからの情報を相互
にやり取りする技術の開発

• 水平、垂直視差を持ち、視域20度
程度のフルカラー高精細ホログラム

• 公衆網による高品質データ速度：
100Mbps～1Gbps

• 伝送遅延：10msec以下

• 高精細撮像デバイスの開発（走査
線数4000本、リアルタイム動画用）

• 40Gbps以上の機器間信号伝送技
術の開発

• パブリックビュー：超高精細視聴の
ための画素8k×4k、60fps、200～
300Mbps

• 水平10視点程度の立体映像

• 公衆網による高品質データ速度：
1Gbps～10Gbps

• 伝送遅延：2msec以下

• 高精細撮像デバイスの開発（走査
線数4000本級ハイスピード撮像用）

• 160Gbps以上の機器間信号伝送技
術の開発

• 一般家庭での視聴：超高精細視聴
のための画素8k×4k、60fps、200～
300Mbps

• 水平30視点程度の立体映像

超臨場感放送用音響技術

• AACを用いた2Mbpsでの22.2ch音
響信号の伝送方式を確立

• パブリックビューイング用再生シス
テムの開発

• 新たな３次元音響符号化方式の規
格化

• 家庭空間適応型再生方式の確立

• 新たな素材によるフレキシブルス
ピーカの開発

• 電源ケーブルが不要なアンプ、ス
ピーカ用給電方式の開発

次世代型ディスプレイ技術

• VGAクラス6インチのカラー動画用フ
レキシブルディスプレイの試作

• 実用輝度（100cd/m2以上）を実現
• 100型クラスフルSHV画素
（7680×4320）の1次モデルの試作

• 動画像表示

• ハイビジョン用10インチ（A5サイズ）
フレキシブルディスプレイ試作

• 100型クラスフルSHV画素の2次モデ
ルの試作

• 低電力化、高画質化

• ハイビジョン用20インチ（A3サイズ）
フレキシブルディスプレイ試作

• コントラスト比（10
• 65型クラス、フルSHV画素の1次モ
デルの試作

• 超低消費電力、超軽量などを目指
す次期直視型モデル立案

• 00：1以上）を実現
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アプライアンス技術の技術目標②

２０１０年 ２０１５年 ２０２０年

小型端末搭載ビームステアリング技
術

• 2素子ビームステアリング技術( 
1Gbps)

• 4素子ビームステアリング技術
（3Gbps）

• 10Gbpsの高速化対応、5m伝送を実
現する高利得(狭ビーム) アンテナ
の

• ステアリング技術

衛星搭載広帯域ビームステアリング
技術

• 数百ビーム対応、形成ビーム数配
置ビーム径可変、ビーム周波数配
置可変（数百Hz～数十MHz）、複数

ヌル点制御可能、Ｄ適応リニアライ
ザ機能

• 中継帯域：（全ビームの帯域合計）
数GHz

• 消費電力：数百Ｗ

• 数百ビーム対応、形成ビーム数配
置ビーム径可変、ビーム周波数配
置可変（数百Hz～数十MHz）、複数

ヌル点制御可能、Ｄ適応リニアライ
ザ機能

• 中継帯域：（全ビームの帯域合計）
数GHz

• 消費電力：数百Ｗ

• 実用衛星への適用

• 干渉補償装置の内包（地上／衛星
間周波数共用技術）

• さらなる広帯域化

衛星/地上デュアルモード携帯端末
技術

• - • ETSI GMRインタフェース程度（～
500kbps程度）の衛星通信機能と３
Gとのデュアルモード端末化技術。

• PDA程度の、容易に持ち運びが可

能な小型端末による高速通信
（500kbps以上）技術。

ワイヤレス電力伝送用アンテナ・回路
技術

• 5W～100W程度、伝送距離数10cm
以下でのワイヤレスによる電力伝送
技術の開発

• 平面（シート）内で電力伝送を行い、
その上に置かれた電気機器への電
源供給を行う技術の開発

• 100W～数100W、伝送距離数mでの
ワイヤレス電力伝送技術の開発

• 屋外で利用できる電力伝送技術の
開発

• kWクラスのワイヤレス電力伝送技
術の開発
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アプライアンス技術の技術目標③

２０１０年 ２０１５年 ２０２０年

ネットワークロボット技術

• 屋内（限定環境下）で単純な作業を
実行

• 屋外を自由に動き回り、サービスを
提供

• 外部機関（医療、行政、警察、等）と
のサービス連携

• ロボット間連携・協調の実現

• 家電・インフラネットワークとのシー
ムレス連携の実現

ヒューマンコミュニケーションＵＩ技術

• ロボットが自然な対話によるコミュ
ニケーションの実現

• 自然言語認識・翻訳の高度化技術
の開発

• セキュアな通信技術の開発
• ディスプレイの高精細化技術の開
発

• 誰でも安心・安全にロボットを操作、
利用が可能

• ロボットが人間の行動を一定範囲
で予測し、次の行動への準備を行う

• 高度な認識・検索技術（ユーザコン
テクストの解析等）の開発

• 高確度・低コスト認証技術（生体認
証ﾓｼﾞｭｰﾙなど）の開発

• 端末の操作性向上技術の開発

• ロボットが人間並みのコミュニケー
ション能力を備え、人間の感情、意
図を正確に認識、理解するとともに、
人間にわかりやすい形で情報を提
供

• バイタル情報や感情・気分モニタと
の連携技術

• 3次元HMDや電子ペーパー等、強
化現実UI端末の開発

• プライベート情報バンクとしての
サービスネットワーク技術

カプセル内視鏡型ロボットの制御技
術

• 全方位誘導、自走型カプセル内視
鏡の実現

• 人体内における治療（薬剤投与・散
布、細胞組織採集、切開など）を行う
ロボットの実現

• 人体内日常管理センサーロボット
の実現
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アプライアンス技術の標準化時期①

２０１０年 ２０１５年 ２０２０年

小型化・低消費電力化技術

カプセル型機器小型化技術

超高感度空間情報記録技術

２０１２

無線端末とセンサーとのインターフェイス

人体や環境に対する安全確認方式
２０１５

映像酔い、立体映像提示による疲労等を避けるための方式

ハイレゾリューション多チャンネル立体音響のロスレス符号化

２０１５

２０２０

超高精細カメラ用カメラケーブルコネクタ

レンズフォーマット

２０１５

２０１５

センサーネットワーク・サービスプロトコル

汎用3D映像データフォーマット

２０１５

２０１５
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アプライアンス技術の標準化時期②

２０１０年 ２０１５年 ２０２０年

超臨場感放送用音響技術

次世代型ディスプレイ技術

小型端末搭載ビームステアリン
グ技術

衛星/地上デュアルモード携帯端
末技術

ワイヤレス電力伝送用アンテナ・
回路技術

ネットワークロボット技術

ヒューマンコミュニケーションＵＩ技
術

ロボット運用ユーザインタフェース
２０２０

２０１１

映像フォーマット（UHTV）

２０１３
３次元音響符号化

家庭空間適応型信号処理

２０１５

２０１０

高速通信用MSSエアインタフェース

２０１５

電力伝送シート規格

ロボット間連携用通信プロトコル
２０１７

ビームステアリングプロトコル

２０１２
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